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死後変化の組織学的研究は死後経過時間判定の基準のーっとして，叉1寓敗組織の鑑別に際して，夫々重
要な役割を果すものであり，法医学上その有する意義も大なるものである。この意味に於て私は人勝臓の
死後変化を組織学的に追究することを企図した。 従来人牌臓の死後変化に関する組織学的研究について
は，種々先人の報告がなきれているが，何れも主として外分泌部についての研究であるのに対し，私はラ
ンゲルハンス島に着目して種々の染色法に加へ，特に近Jrfg草島 β 細胞の特殊染色法として推奨きれている
アルデヒード・フクシン法 (A.F法)を用い，勝臓の死後変化特に 3 細胞の変化を組織学的に追求した。
n .実験成績
A. ラッテ梓臓の死後変化
(実験方法) :人枠噸の死後変化追求の基礎実験としてラッテ81匹を用いこれを 9 群に分ち，失血死，
絞死，溺死，飢餓死及び青酸，睡眠剤，燐，昇示，一酸化炭素等の中毒死の如き死因別に致死せしめて死
直後より死後120時聞に亘り商敗実験を行い組織学的に検索した。
(実験結果) :ヘマトキシリン・エオジン染色 (H.E染色)に於ては死後時間の経過と共にラッテ勝臓
外分泌部の細胞縮小，核変性，チモーゲン頼粒の変化，細胞崩壊等の死後変化が漸次著明となり，勝島細
胞も亦同様の変化を示し遂には外分泌部との識別が不明となる。叉 MALLORY 謬原線維染色に於ても
外分泌部細胞質，チモーゲン頼粒，醇島細胞等の色調が死後時間の経過と共に変化し，遂には島細胞はそ
の色調によっては外分泌部と識別が出来なくなる。而して H.E 及びマロリー染色で勝島の識別が不能と
なった後も， A.F 染色に於ては尚同細胞は染出され容易に認めることが出来た D 更にこれらの死後変化
の過程及び進行度は各死因別に見ても著明な差がなく，ただ進行皮に於て青酸中毒死群の変化が他群に比
しやや遅く，叉飢餓死群の変化は速やかであった。
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B. 人屍勝臓の死後変化(寓敗実験)
(実験方法) :上記実験結果を参考とし，四季別に死後経過時間の明確な人買枠臓の尾部より多数の小
討を採取， ζ れにつき死後120時聞に至る迄腐敗実験を行った。
(実験結果) :本実験に於ても各染色法別により認められる棒臓各部の死後変化過程はラッテに於ける
場合と大差なく，叉 A.F 染色によれば他の染色法では勝島の識別が不能となった後でも尚 β 細胞の識別
が可能であった。更に， 四季別に死後変化進行度の差を比較して見るに， 春秋では略々同様の進行度を
示し，夏は乙れより速く，冬は遅延した。
C. 人屍勝臓の死後変化(実際例)
上述の実験より勝臓の死後変化は死因別には特に著明な差はなく，季節別(気温別)にはその進行度に
差が認められた乙と，更に A.F 染色では H.E やマロリー染色により組織所見が明らかになし得なくな
った後でも尚 β 細胞を識別出来ることが確認きれたこと等を基にして，人勝臓の死後変化を実際例につき
追求して見た。
(実験方法) :各季節別に死因及び死後経過時間の明確な人民88例(死後 5 時間例より死後約 5 週間例
に亘る)につきその死後変化を組織学的に検索した。
(実験結果) :死後変化の進行度は各季節別に見て，死後約15時間前後迄は殆んど差を認めず，その後
冬季の変化のみが僅かに遅延した。而して β 細胞は A.F法により夏は死後11 日(昇京中毒死例) ，春秋は死
後約 5 週間(溺死例)で何れも疑陽性となり，冬は死後約 5 週間(溺死例)に於ても尚軽度陽性であった。
D. A.F 陽性 β 頼位に関する検討
上記の如く死後長時日を経ても尚 A.F 染色陽性を示す β頼粒が如何なる物質かを検討すべく亜鉛及び
インシュリンについて検索して見た。
(実験万法) :前田，藤原， 祐成氏の組織化学的証明法により亜鉛を追求，叉 ROMANS.FISHER.
SCOTT 法によりインシュリンを抽出， mouse convulsion 法により定量，これらと A.F 陽性 β 頼粒と
の関係を比較検討した。
(実験結果) :亜鉛反応はアルコール固定無処理切片にのみ陽性で，酸化処理を行ったもの及びホノレマ
リン固定切片では何れも陰性であり，叉 β頼粒はホルマリン固定酸化処理片切で A.F 陽性を示し，アル
コール固定切片で、は陰性で、ある。従って A.F 染色に於て，亜鉛は β 頼粒の染出に関与しないと考える。
叉，抽出可能インシュリン量は死後漸減し， 約 1 週間前後で定量不能となり， A.F 染色でも 3 頼粒は
略々同一時期に於て疑陽性程度乃至それ以下に染色性が低下する。更にこの聞に於てもインシュリン電と
β 頼粒の A.F に対する染色性の死後変化は略々平行すると認められる口
1II.総括
1.人牌臓の死後変化を組織学的に追求すべく，ラッテによる宵敗実験，人枠臓切片による寓敗実験を
某礎実験とし， 88例の人屍膳臓につき四季別に検索した。
2. H.E 及びマロリー染色によれば死後15時間前後迄は季節別に著明な差はなく， その変化過程も従
来報告されている先人の研究結果に類似する。
3. 叉， A.F 染色によれば H.E やマロリー染色に於ては勝島の識別が不明となった後も尚長期に亘
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り 3 細胞が識別出来た。
4. 従って，従来は勝臓を組織学的に検索して死後経過時間を判定出来るのは死後30時間迄といわれて
おり，しかも乙の時期では判定が困難であるとされて居るが，私の方法では死後30時間前後に於ける判定
を容易ならしめた。更にそれ以降の死後経過時間の判定にも資する所大であると考える。
5. 宵敗組織の鑑別に際し， A.F 染色を用いβ細胞を検索するならば，勝臓に関する限り少くとも死後
数週間迄は識別可能である口
6. A.F 陽性 3 頼粒に関して，
(イ) A.F 染色に於て亜鉛は β 頼粒の染出に関与しない口
(ロ) A.F 陽性 β 頼粒と抽出可能インシュリンとの聞には， その死後変化が略々平行関係にあると
認められ， 従って β 頼粒はインシュリンそのもの乃至はこれに何らかの関係をもっ物質であろう
と考える。
論文の審査結果の要旨
死後変化の研究は死後経過時間判定の基準として法医学上重要なる意義を有するものである。
特に騨臓は体内の比較的深部にあって外界の影響を受ける事が少いことと，死後変化の進行が他の臓器
に比し極めて急速であるために，法医学上常に問題となる死後24時間内という如き死後短時間内に於げる
経過時間の判定資料を得るには好適の臓器である。その為勝臓に関するこの万面の研究が従来より種々な
されているが，これらはその殆んどが外分泌部についてのみ研究されたv ものである D 乙れに対し本研究で
は，外分泌部のみならず内分泌部即ちランゲルハンス島にも注目し，その死後変化を種々の染色方法及び
特に近年ランゲルハンス島3細胞の特殊染色法と目されるに至ったアルデヒード・フクシン法 (SCOTT 
法)を用いて追求した。即ち先ずラッテ梓臓並びに人醇臓の偶敗実験を基礎実験とし，更に人枠臓の実際
例につき組織学的検索を行ったものである。
その結果死後時間の経過と共にへマトキシリン・エオジン染色により勝臓の一般組織像が，叉マロリー
染色により勝臓各部の色調が，更にアルデヒード・フクシン法により β 細胞頼粒の染色度が夫々各季節毎
に一定の進度を以て変化することを認め，これらを綜合して判定することにより死後20--30時間迄の経過
時聞を判定する乙とが可能であることを知り，特にアルデヒード・フクシン法を併用することにより，従
来判定困難とされて来た死後20--30時間に於ける判定が確実，且つ容易に行われることを認めた。
更にアノレデヒード・フクシン法によれば死後30時間以降，数週間に亘り β 頼粒が染出される為，死後数
週間位迄その経過時間の推定に資することが出来，叉同時に商敗棒臓の臓器鑑別にも有効なる方法である
乙とが明らかとなった。
尚本論文においては斯かる 8 頼粒と亜鉛及びインシュリンとの関係についても追求し，アノレデP ヒード・
フクシン陽性 3 頼粒は亜鉛とは無関係となること，叉，死後変化の観点より 3頼粒とインシュリンが平行
的な推移を示すことを述べている。
以上，この研究の結果は，法医学上の重要問題の一つである死後経過時間判定法のーっとして，実地応
用可能なる貴重な意義を有するものと認められる。
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